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はじめに

本稿は，金沢大学留学生センター（以下「センター」と略記）の総合日本語コース

（以下「総合コース」と略記）の漢字E及びFクラスで使用するための教材作成プロ

ジェクトである「上級漢字教材作成プロジェクト」の立ち上げに関わってきた筆者ら注１

による，プロジェクトの進捗状況を報告するものである。

Ⅰ～Ⅲのプロジェクトの概要からデータベース化までを太田が，Ⅳ～Ⅴの予習ペー

ジと文章ページを藤田が，そしてⅥ～Ⅶの問題ページと小テストページを中村がそれ

ぞれ担当しているが，Ⅷは全員で共同執筆した。

Ⅰ．本プロジェクトの背景

さて，本プロジェクトの開始は，総合コースの創設に伴い漢字クラスを日本語クラ

スとは別に設定し教科書として筑波大学の『Basic Kanji Book１』，『Basic Kanji

Book２』と『Intermediate Kanji Book１』（以下それぞれBKB１， BKB２， IKB１

と略記）を採用した時点に遡る。

総合コース内の漢字クラスでは，BKB１とBKB２は初級レベルのA～Bクラスと中

級レベルのCクラスで使用し，IKB１は中級レベルのDクラスと上級レベル注２のEク

ラス（但し２課分のみ）で使用することになっているが，Eクラスの残りの授業と，

同じく上級レベルのFクラスで使用すべき教科書が存在していなかった。注３（太田

２０００：１４５）

そこで総合コースの目標である，「大学で使うための日本語力を伸ばす」（太田２０００：

１４４）という抽象的目標をより具体化させて，『日本語能力試験出題基準（以下「出題

基準」）』の２級レベルの漢字から IKB１までの漢字を差し引いた３２４字に，同じく２級

注１ 平成１２年７月時点までで，その後中村が佐賀大学に転出した。

注２ ここで「上級」とは，あくまでも総合コースでの上級クラス（E・Fクラス）を指す。

注３ ２００１年に『Intermediate Kanji Book２』（IKB２）が出版されたが，本プロジェクトはそれ以前に始

まったものであることは言うまでもない。



－ ７０ －

金沢大学留学生センター紀要 第５号

の付表の５６語をあわせて選定し，BKB１から IKB１までの７４０字とあわせた合計で

「１,０６４字＋５６語」を総合コースのE・Fクラスで扱う漢字と認定した。（国立国語研究

所１９７６）この３２４字を音読み（ないものは訓読み）で五十音順に並べ，ほぼ真ん中の

１６７字と１６８字の間で区切って暫定的に前半をE，後半をFに振り分け，授業で扱う必
・ ・ ・ ・

要から各１３課分に配置した。（資料１参照）

Ⅱ． 各漢字に盛り込む情報・問題等の内容

本プロジェクトにおいて，筆者らは３２４字ある各漢字に対して様々な情報や問題等を

盛り込みたいと考えた。漢字情報と練習問題では自ずと質的な差があるだけでなく，

「問題」と一言で言っても様々な種類のものがある。そこで本プロジェクトでは，情報

や問題の種類ごとに「ページ」という形で独立したユニットを立て，それらを統括的

にまとめる漢字情報源としての「予習ページ」をその上に立てることで筆者らの意見

集約を図ることにした。図１はページ間の構造を図式化したものである。

Ⅲ． データベース（DB）化と今後の発展の可能性

図１のような階層化構造を有し，しかも３００以上もの漢字をある一定のフォーマット

に従って配置し管理するに当たってはDB化が欠かせない。

また，「出題基準」の漢字は太田がすでにClaris 社（作成当時）のファイルメーカー

ProでDB化してあったので，そのデータをリレーション化（後述）して活用するた

め，今回の上級漢字プロジェクトのファイル作成に当たってもファイルメーカー社（現

在）のファイルメーカーPro v.５の使用を前提にして作業に取り掛かることにした。

平成１３年１２月現在までに，DBの索引的機能を持つ「予習ページ」の入力作業がすで

に完了している。

DB化の利点は様々あるが，主に次の２点に集約できる。

図１ ページ間の構成

予習ページ

文章ページ

問題ページ

小テストページ
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１．様々な項目でキーワード検索が可能である。（例：部首，画数，音訓読み，等）

２．Web上に公開可能で遠隔地から閲覧できる。

次に，今回入力が完了した「予習ページ」（Ⅴの３参照）の概略をまとめると次の４

点が挙げられる。

１．フィールド数：２９（繰り返しフィールド数も含めると合計８４）

２．リレーション：「出題基準」の漢字を参照して日本語能力試験の「級」が自動入力

される。（図２参照）

３．見出し字のフォントを「教科書体」にしてある。

４．筆者らが基本的と判断した読みと意味に基づいた基本練習を熟語レベルと文レベ

ルで掲載した。

また，ファイルメーカーProの持つ様々な機能を生かして，今後はこのDBを次の

２つの方向に発展させる予定である。

１．他のページのDB化に努めて予習ページとリレーション化させる。

２．予習ページをWeb上に公開して学生が自宅から閲覧できるようにする。

Ⅳ．予習ページ

１ 概要

総合コースの漢字クラスに来る学生の場合，その漢字能力には大きな差があるのが

通例である。漢字圏の学生と非漢字圏の学生が同じクラスにいるために，書くことに

まったく問題がない学生と，書けるまでに多くの労力が必要な学生が同じ授業を受け

用例

日本語能力試験出題基準・漢字

漢字 読み カン

漢字 漢語
出題基準 級3

漢字データベース

部首：さんずい 〈漢〉を書いてみよう

日本語能力試験

意味

3級

ルックアップ

自動入力

図２ ファイルメーカーPro によるリレーション概略
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ることになる。漢字クラスは現在AからFまでの６レベルに分けられているが，藤田

が担当しているFレベルの１クラスを見ても学生の能力差は大きい。２０００字知ってい

るという者もいれば，５００字も怪しい者もいる。書道の師範の資格を持った者がいるか

と思えば，書くのもたどたどしい学生がいるといった具合である。

このような学生たちを，週１コマという限られた時間の中で同時に指導する場合，

どのようにすれば有意義な授業が行なえるだろうか。漢字能力の劣る学生が理解でき

て，漢字能力に優れる学生にとって退屈でない授業ができないだろうか。金沢大学の

場合，どちらの学生も知的なレベルは非常に高いので，授業は彼等の知的好奇心を満

たすもの，ありきたりな単純な作業にとどまらないものにしたいという思いがある。

そこで考えられたのが予習ページである。基本的な意味・読み・書きを予習ページ

としてあらかじめ学生に与えておく。その内容は，学生が授業に来る時には最低これ

だけは知っていてほしいと教える側が考えるものである。

このようにして，漢字能力の低い学生でも，授業の時には「その漢字が使えないま

でも基本的なことくらいは知っている」という状態まで持ち上げておけば，漢字能力

の高い学生にとっては無駄になる時間を省くことができ，運用の練習や大学の授業ら

しい発展的な問題を行なうことが可能になるだろう。

漢字能力がある程度以上である学生には，このページで自分が知っているというこ

とを確認さえしてもらえばよい。そのような学生と「こんな漢字見たこともない」と

いう学生が一緒に学ぶために，そして双方に有意義で大学にふさわしい知的興味を満

たす授業を行なう環境を整えるために，このページは設けられることになった。

２ 基本構想

予習は各自が自宅で行なうものである。したがって，自分でできる程度のもの，あ

まり負担が多くならないものであることが望ましい。

漢字能力の高い学生にとって予習ページがどのような意味を持つかを考えてみる

と，「自分はこの漢字が書ける，読むこともできて，意味も知っている」と確認するた

めのページであると考えられる。したがって，あまり学生の負担にならないボリュー

ムで，短時間で行なうことができるものが望ましいと考えられる。

その漢字がはじめてという学生の場合には，もちろん基本的な意味・読み・書きが

おさえられるものでなくてはならない。しかし，やる気と時間がある者には発展的に

使うことができ，やる気がない者，あるいはやる気があっても時間がない者にとって

も，あまり負担でなく基本的なものが入っていくようなものが望ましい。

書く練習などは，授業中に時間をとることはほとんど不可能なので，予習の時に必
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要のある者が各自行なうのがよいと思われる。

３ 実際例

以上のような基本構想を踏まえて作ったものが予習ページである。ここでは実際に

第１４課で使われている通し番号１７９の漢字＜装＞のページを記す。

������������������������������������������������������������������������

������������������������������������������������������������������������

具体的には，次のような点に配慮して作成及び修正を行なった。

１．字形を練習させるだけの場所は少なくする。

２．読みの多いものについては，基本的でないと考えられるものについては記載し

１７９装 ころも １２画

よそおう（dress up）

＜装＞を書いてみよう

＜装＞の意味を考えながら，読んだり，書いたりしよう。

①【かざる ととのえる】の意味で

・彼に会うときには，いつも フクソウに気を使う。

（服 ）

・黒い装束に身をつつんだ忍者。
にん じゃ

（ ぞく）costume

・春の装いに 身をつつんで 町を歩く。

（ い）

②【そなえつける equip】の意味で

・照明装置を取り付ける。

（しょうめい ち）

�

ソウ
ショウ
よそおう�

装身具 装束 装置 装備 衣装 服装 盛装 正装 仮装 改装 包装
そう しん ぐ しょう ぞく そう ち せい び い しょう ふく そう せい そう せい そう か そう かい そう ほう そう



－ ７４ －

金沢大学留学生センター紀要 第５号

ない。

３．辞書を引く学生のための情報（部首，画数）を添える。

４．学習漢字を含む語以外は，なるべく簡単な，分かりやすいものにする。

５．分かりにくいものについては，日本語で言い換えたり（例：【仲秋】昔のこよみで

８月１５日のこと mid-autumn），英語の訳を付けたり（例：下書き rough copy）

する。学生にとって何が分かりにくいかを知るために，前の学期に使った予習プ

リントの学生の書き込みを参考にする。

６．まちがいやすい読みについては，ヒントをつけ，ひとりで学習しても間違わない

ようにする。（例：×たんび 炭火）

７．読みにくい語については注をつける。（例：むすこ「息子」は特殊な読み方）

８．辞書を引かない学生のために，このページの問題をすれば基本的な意味が一通り

頭に入るものにする。

９．問題は極力少なくする。具体的には，書く問題は１問だけにし，読みも基本的な

ものが一通りだけになるようにする。（読みが多い語の場合，書くことによっても

その時の読みは学生にインプットされていると考えられるので，その読みの問題

は省くこともある。）

１０．学習漢字１字ではなく，学習漢字を含む語について問題を作る。活用のあるもの

については活用する部分を含めて問題にする。

×ようやく歯が抜けた ○ようやく歯が抜けた

（ ） （ けた）

１１．学生が記入するのは，該当漢字の部分だけとする。これも，ひとりで学習してい

て起きる誤りをなくすためである。

×積雪が１メートルになった ○積雪が１メートルになった

（ ） （ せつ）

１２．漢字能力の高い学生，やる気のある学生のために，熟語にふりがなを付けた形で

添える。

４ 予習ページの使用現況～Fクラスの授業より～

予習ページはE，Fの２クラスで使われている。いろいろな使い方があると思うが，

ここでは藤田の担当しているFクラスで実際にどのような形で使っているかについて

書く。

予習ページを作りはじめた頃は，学生が実際にどのような形で使うかということが

知りたかったので，学生に渡した予習ページは回収して目を通した上で返却するとい
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う形にしていた。

学生の書き込みからは次の①と②の傾向が見てとれた。

①漢字の字体を練習するために設けてあるスペースは，漢字３字分であるが，予

習のページをチェックしてみると，書けない学生は余白部分にたくさん練習し

てくる。書くことに問題がないと思われる学生に対しては「書けると思ったら，

１字だけ，確認のために書いてください」と指導を行なっているが，ほとんど

の学生は３字書いているようである。

このページを設けることによって，非漢字圏の学生は書きの学習に個々の能力に応

じて時間をかけることが可能になった。授業中にそのための時間を使うことを考えた

ら非常に効率的である。

なお，Fクラスの場合は問題ページの最後に学習漢字を一通りは書く問題を作って

おり，教師が一度は学生の書いた字を見ることになる形になっている。したがって，

最終的には字体の間違いや筆順の間違いがある場合も教師によってチェックされるこ

とになる。

②予習ページは基本的には辞書を使わなくてもすむような形を目指して作ってあ

るのだが，漢字能力が低い学生の場合は辞書を一生懸命繰って書いたと見られ

る書き込みが多く見られる。

そのような学生の場合，最初の時間に行なうテストによって，本人にもこのクラス

でやっていくためにはかなりの努力が必要である旨を自覚させており，予習のページ

を使って事前に準備してくれば，授業についていけるかもしれないということも同時

に伝えてある。そのため，自発的に懸命に勉強している様子が書き込みからも見てと

れる。これまでの経験では，むしろそういう学生のほうが熱心に勉強し授業中足手ま

といにもならず，最終的にはレベルの高い学生に負けない成績を修めて学期を終わる

傾向があるようである。

さらに，学生の書き込みからひとりで学習している時に犯し易い誤りを見つけるこ

とができたので，それを改善するために前項「３実際例」であげた基本的な考え方に

６と１１の項目を加えた。また，書き込みの多かったものについては，学生の予習の負

担を減らすために４の項目をさらに徹底することとし，さらに５の項目を加え，予習

ページ作成上の基本的な考え方（１２項目）とした。
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現在，授業中は予習ページを一切使っていない。予習ページは授業が始まる前に各

自が使うこととしており，授業では学生が予習してきたことを確かめるためにカード

で漢字を導入する形をとっている。これは貴重な授業時間を有効に使うためである。

Ⅴ．文章ページ

１ 基本構想

練習問題は問題ページの方で作成しているが，少し視点を変えて大学の授業ならで

はという問題を作ることはできないだろうかと考えたのが文章ページである。

総合コースの漢字クラスは，教員と少人数の学生で授業を行なうクラスである。漢

字教科書の中には答えを見れば自学自習することも可能なものが多く，この教科書で

ももちろんそういう部分はある。しかし，話し合うことのできる仲間がおり指導でき

る教員もいるわけであるから，みんなで話し合いながら，書きながら，学ぶという形

があってもおもしろいのではないだろうか。答えが一つでなくてもかまわない。漢字

あるいは漢字が含まれる語を実際に使いながら学習していくというような形があって

もいいのではないか。

そこで，漢字１字を細切れの形で学ぶだけでなく，実際に使われている文章を用いて

実践的に学ぶことはできないかと考え，文章ページという形にした。これは，漢字や

漢字が含まれる語だけでなく，文章として実際に漢字が使われている場の中で関係の

深い語などもあわせて学ぼうとする試みである。

漢字は漢字単独で使われるものではない。語の一部として使われるのである。語も

また単独で使われるわけではない。文章の中で使われて初めて意味を持つのである。

したがって，文章の中で使われている意味が分かり，また文章を作ることができるよ

うになってこそ，本当の意味で漢字が習得されたことになると思う。

文章の中で語としての漢字を学ぶことによって，文中での用法やどんな動詞や形容

詞とともに使われているか，どんな表現の中で使われているか，あるいはもっと深く

その場面でどのような意味で使われているか等，語（漢字）や細切れにした文からは

学習しにくいものも学習することができる。

漢字１字あるいは漢字の入った語を１語だけ知っていても，実際にはなかなか使う

のがむずかしい場合もある。例えば「令息」や「子息」という語の意味を知っていた

としても実際に文が作れるだろうか。作ってみようとすると，その難しさがわかる。

おそらく辞書的な意味を知っているだけでは困難であると考えられる。文章の中でこ

れらの語（漢字）を学べば使えるようになるかもしれないが，細切れの形で学んでも



－ ７７ －

上級漢字教材作成プロジェクトについて（太田・藤田・中村）

実際に使おうとすると使いにくいのではないだろうか。本来漢字は文章の中にあるの

が当たり前なのである。学習のやり方の一つとして，細切れの形でなく自然な形です

るようなやり方もあってよいのではないか。

どのようなやり方でしているかについては次項で具体的に述べるが，実際に使われ

るような形で学ぶということであるから，漢字あるいは漢字の含まれた語を中心とし

ながらも読解あるいは作文の領域とも重なる面も出てくることになろう。

最後に，このようなやり方を用いれば，自分の意見をある程度自由に発言すること

により，無味乾燥になりがちな漢字学習を生き生きとした楽しいものにすることがで

きるという効果，実際の文章を用いることによって学生の興味，関心が高くなるとい

う効果等も期待できるということを付け加えておきたい。

２ 実際例

文章ページは一つの試みであり，現在は試行錯誤で様々なことをしている状態であ

る。いろいろな文章があり，いろいろな扱い方があり，どのようなやり方が考えられ

るか，アイデアを出している段階である。ここでは，現在Fクラスで実際に使ってい

る文章ページを例に挙げて，生教材の文章から，どのようなことを，どのような形で

学習できるかについて考えたい。

まず最初は，漢字あるいは漢字を含む語を場面の中で，その周辺の関わりの深い語

と一緒に学ぶために文章ページの問題にした例である。なお，この課で学習する漢字

は＜波＞（通し番号２３６）である。

������������������������������������������������������������������������

つぎの文章を読んで質問に答えてください。下線部の漢字はすでに学んだものです。読み方を確かめながら
ぶん しょう

読みましょう。

うねりといいますとね，その波がうねっていました。ちゃぷりちゃぷりと小さな波が波打ちぎわでくだ

けるのではなく，すこし沖の方に細長い小山のような波ができて，それが陸の方を向いてだんだんおし寄
おき りく

せて来ると，やがてその小山のてっぺんがとがってきて，ざぶりと大きな音をたてて一度にくずれかかる

のです。そうするとしばらく間をおいてまたあとの波が小山のように打ち寄せて来ます。そしてくずれた

波はひどい勢いで砂の上にはい上がって，そこらじゅうを白いあわできつめたようにしてしまうのです。

（有島武郎「おぼれかけた兄妹」）

■ この文は土用波〈夏の土用（立秋の前）のころ，遠方海上の台風によって起こされる大きな波〉と呼

ばれる波について書かれたものです。どのような波なのか，表現にそって考えてみましょう。

・ その波がうねっていました。

・ ちゃぷりちゃぷりと小さな波が波打ちぎわでくだけるのではありません。

・ すこし沖の方に細長い小山のような波ができます。
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下線が引いてある漢字はEクラスまでにすでに学んでいる漢字である。しかし，実

際に文章を読ませてみると，既習の漢字であっても意外に読めない漢字が多い。この

例の中では「小山」は「小」も「山」もAクラスで学ぶ漢字であるが，「こやま」と

読むのはなかなか難しいようである。このような既習の漢字の学習も，文章ページで

できる有意義な学習の一つであると考えている。

さて，授業ではこの文章を音読したあと，学生にどのような情景であるのか，１文ず

つ説明させることにしている。説明しようとすると，必然的に波と一緒に使われる動

詞「うねる」「くだける」「おし寄せて来る」「くずれかかる」「打ち寄せる」について

も，使ったり説明したりすることになる。また，波の音は「たてる」と表現されるこ

と，「ざぶり」や「ちゃぷりちゃぷり」など水の表現として用いられるオノマトペにつ

いてもどんな状態なのか考えたり，波の様子を表現する語として使ったりすることに

なる。さらに「波」と関連の深い「沖」「波打ちぎわ」「陸」がどの場所を表している

かも理解することになる。授業中の学生の様子を見ると，口頭で説明するだけでは状

況がつかみにくいので，黒板に「ここが陸でここが海だと，このへんが沖で，このへ

んが波打ちぎわ」と簡単な絵を描いたり，ノートを２つ組み合わせて「小山」のよう

な「波」の「てっぺんがとがってきて」「一度にくずれかかる」様子を模型的に作って

みせたりと，情景を理解するために言葉以外の手段を使ったりするような場面も見ら

れる。それだけに言葉の表面的な意味だけに留まらず，理解は深いようである。

最後に「映画のように，この情景を思い浮かべることができますか」と尋ねると，

学生は「できる」と答える。感想を聞くと，「波の様子を表現しようと思っても，これ

までだったら『波がある』『波が大きい』くらいのことしか言えなかったが，この文章

はすごい」というような感想が返ってくる。生の文章の力であり，有島武郎の力であ

る。作例ではこのような文は到底作れないであろう。

もし，このあと「波の様子について自分の表現で書いてみましょう」というような

問題でもつければ，作文的な要素を含むことになる。このままであれば読解的な部分

が大きいということになるかと思うが，ただの読解とは目的も違い，語（漢字）中心

になっている。語（漢字）が使えることを目的とした読解であり，作文であり，ある

いは「話す」であり「聞く」であるということになるだろう。

・ 細長い小山のような波が陸の方を向いてだんだんおし寄せて来ます。

・ その小山のてっぺんがとがってきて，ざぶりと大きな音をたてて一度にくずれかかるのです。

・ しばらく間をおいてまたあとの波が小山のように打ち寄せて来ます。

・ くずれた波はひどい勢いで砂の上にはい上がって，そこらじゅうを白いあわで敷きつめたようにし

てしまうのです。
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次は，語（漢字）は場を選ぶという例である。なお，ここでの学習漢字は＜息＞１８４，

＜武＞２６６である。

������������������������������������������������������������������������
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学生は「息子」という語をこの段階ではすでに知っている。「子息」「令息」はとも

に息子の意味ではあるが，どういう場でも使えるような語ではない。辞書を調べると，

「子息：『むすこ』の意の漢語的表現，令息：他人・相手のむすこの敬称」（『新明解国語

辞典（第５版）』三省堂）となっているが，これだけの説明ではとてもではないが使うこ

とはできまい。「子息」のような漢語的表現がなじむような場面，文体，表現はかなり

特殊なものであると思う。また「令息」はどのような時に使える語なのか，「令息」が

使えるほどの敬意がどのような語を使ってどのような形で表現されるのかも難しいと

思う。

この文章はかなり特殊な文体で書かれている。最近はあまり聞かなくなった漢語調

の文体である。「マルカム」と「ロス」の話し方には，聞き手と聞き手の息子に対する

仰々しいまでの敬意が感じられる。このような文章であれば，「子息」「令息」の使い

方を学ぶことができるだろう。そして，それは文章であるからこそ，学ぶことができ

るのである。

次の例も，短文の作例では学べない語の使い方の例である。（この課の学習漢字は

＜片＞２７４，この教科書では＜血＞８０，＜刺＞１２７）
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【マルカム】 マクダフの姿が見えません。それにご子息の姿も。
すがた

【ロ ス】 ご令息は武人の誓いをまことごりっぱに果たされました。
ちか

ご成人されたばかりのごく短いご生涯ではあられましたが，その戦いの場所においてい
がい

ささかのひるむこともなく，ご成年にふさわしい武勇をはっきりと示されました。そし

てあっぱれ，武人の最期をお遂げになられました。
と

（マクベス シェイクスピア作／大山俊一訳）

■ 「ご子息」「ご令息」とは何のことですか。その表現について，文からわかることを教えてください。

■ 聞き手の息子のことが話題の中心になっています。「武勇をはっきりと示す」「武人の最期を遂げる」
と

とは，この場面では具体的にはどういうことですか。息子は何をして，どうなりましたか。

【マクベス】 顔に血が付いているぞ。

【刺 客 １】 それならバンクォウの血です。

【マクベス】 それなら奴の中にあるよりも，お前の外側に付いていたほうがいい。
やつ そとがわ

きゃつは片づけたか？
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「片づける」は，実際の文章の中では上の例のように「殺す」などの意味で用いられ

ることもある。上の文章のような生き生きとした文章の中で用いられてこそその意味

で用いることができるが，これを作例の短文で「彼女を片づける」「山田太郎を片づけ

る」などとしたとしても，おかしな日本語にしかならない。

次は，実際に語（漢字）を使う時のやり方に近いと考えられる問題例である。この

課の学習漢字は＜曇＞２３１，＜届＞２２９，教科書では＜草＞１７６，＜帽＞２８２である。
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文章から天気がどのようであるかは読み取れる。空は「真っ暗に曇っ」ている。そ

ういう曇り方をしている時にどの語を使うことが可能であるかを考えるのがこの問題

である。これは実際に自分が語を使う時のやり方に近いと言えよう。状況があって，

意味の重なる，似ている熟語が複数ある。どの熟語を選ぶのが，この場では適当なの

か考えさせる問題である。

この場合，答えはもちろん一つではない。「真っ暗に曇った空」なのであるから，「曇

天」を選んでももちろん間違いではない。学生のほとんどは「くもり」という語しか

知らないような状態であるので，学生の話の中から「くもりのことを，漢語的に表現

するとしたら曇天ですね」とし，「では，＜真っ暗に＞がよくわかる語はどれでしょう

ね」と投げかける。そうすると，「本曇り」「雨曇り」などということになるが，この

二つの語も近い語であるが，まったく同じ意味ではない。どう違うのか，どんな状態

なら「本曇り」が使えて「雨曇り」は使いにくく，どんな状態なら「雨曇り」が使え

て「本曇り」はだめなのか，学生はいろいろと話し合って考える。

【刺 客１】 陛下，奴の喉を掻っ切りました。私めがやってやりました。
へい か のど か

（マクベス シェイクスピア作／大山俊一訳）
しゅんいち

■ 「きゃつは片づけたか？」とは，この場合どういう意味ですか。

ぼくはあわてて教室を飛び出しました。広い野原に来ていました。どっちを見ても短い草ばかりはえた広

い野です。真っ暗に曇った空にぼくの帽子が黒い月のように高くぶらさがっています。とても手も何も届き
ぼう し

はしません。

（有島武郎「ぼくの帽子のお話」）

■ この場面の天気は 次のどのことばで表される天気に近いでしょうか。

曇天・薄曇り・高曇り・本曇り・雨曇り・花曇り

■ 「薄曇り」「高曇り」「花曇り」は どのような曇り方だと思いますか。
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次は，実際の文章に接してみて，用法が納得できる例である。なおこの課の学習漢

字は＜恥＞１９４，教科書では＜船＞１７３，＜途＞２１３である。
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音読して最初の問題をすると，学生は「恥知らず」は「恥ずかしくない」だと答え

る。この時に「恥知らず」は恥を知らないことだから，恥（恥ずべきこと）を知らな

いまね（行為）というのは，人間として考えられないくらい恥ずかしいことだと説明

をしても，どうもピンときてはもらえない。学生は分かったような，分からないよう

な顔をしている。

そこで，もう一度文章を読んで，この場合の「恥知らずなまね」が具体的に何であ

るかを考えさせる。この場合，それは「眠っている王子を，お妃と船乗りが殺したこ

と」であるから，「それは恥ずかしくないことですか」と問いを投げかけると，「とて

も恥ずかしいことです」「ちょっと考えられないくらい恥ずかしいことです」というよ

うな反応が返って来る。ここで初めて，＜恥ずべきこと（人殺しはしてはならない恥

ずべきことである）を知らない行為＝恥知らずなまね＞が，なぜとても恥ずかしいの

かが納得してもらえる。

辞書で「恥知らず」の説明を見ても，分かったような，でもなんとなく煙にまかれ

ているような感じであり，そうするだけではまだ本当に分かったとは言いにくい状態

であるように思う。実際の文章で，意味のある形で押さえて初めてその意味が納得で

きる例であろう。注４

あるとき，王子が横になって，眠っていると，お妃は，例の船乗りをそばに呼びよせました。そして自
きさき

分は眠っている王子の頭のほうをつかみ，船乗りには，足のほうをつかませて，ふたりで王子を海のなか

に投げこんだのでした。

こうして，恥知らずなまねをしたあげく，お妃は船乗りに向かって言いました。

「さあ，郷里に帰りましょう。そして，王子は，途中で亡くなった，ということにしましょう。わたし
くに と ちゅう

は，父王のところにいって，あなたのことをうんとほめてあげるわ。そうすればきっと，わたしとあなた

をいっしょにさせて，あなたに父王のあとを継がせよう，ということになるわ」
つ

（グリム童話「三枚の蛇の葉」）
まい へび

■ 「恥知らずなまね」の意味は，つぎのどちらに近いでしょう。

① 恥ずかしくないまね

② 恥ずかしいまね

■ 「恥知らずなまね」とは，この場合なにをしたことでしょう。

注４ 恥知らず 恥を恥とも思わぬこと。また，その人。鉄面皮。（『広辞苑（第５版）』岩波書店）
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このように，実際の文章を使うことによって，いろいろな意味で細切れの文ではむ

ずかしい学習をすることが可能である。上記の例は現在Fクラスで使っているもので

あるが，学生たちは非常におもしろがり，いろいろな発言をする。漢字の学習という

と，答えの決まった問題をこなしていくような単調なものになりがちであるが，実際

の文章を読むことによって，バリエーションに飛んだ授業が可能になっている。また，

学生は「楽しい」と評価してくれることが多いが，それは文章自体に魅力があり，中

身があるからであろう。

３ 出典と進捗状況

Fクラスの文章ページについては藤田が担当し，不十分ではあるがすべての課につ

いて一通りの問題を作ったところである。Eクラスについては，問題ページを優先さ

せなくてはならないという都合上，問題ページがある程度できてから作ることになっ

ており，現在はまだ作成されていない。

各課で使用した文章の出典は資料２の表のとおりである。

Ⅵ．問題ページ

１ 概要

予習ページ，文章ページを経て，問題ページは総合練習の意味合いを持つページで

ある。予習ページは，各課の配当漢字の基本的意味を学生に確認させながら読み書き

の練習ができるように配慮したものであるが，問題ページはその延長線上にあり，須

基本問題，酢応用問題の二つのパートで構成されている。いずれの問題もなるべく既

習漢字を用いた熟語等を提示し，未習漢字にはルビを付している。問題の具体例につ

いては後に示す。

須は，次に記すような問題等からなる。

拭 漢字の読み（訓読み）に付随する意味との関連を追求し認識させる問い。

（問題例１参照）

植 意味上一つの範疇に属する熟語についてその意味を考えさせる問い。

（問題例２参照）

殖 動詞形の用法について考えさせる問い。

① 助詞との関連について（当該漢字が動詞形を持ち，複数の助詞を前置す

る場合は助詞との関連を問題として取り上げる。） （問題例５参照）

② 自動詞・他動詞の対応について（当該漢字が動詞形を持ち，自動詞・他
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動詞の対応のある場合は読みとともに自動詞・他動詞の対応問題として

取り上げる。） （問題例５参照）

燭 同じ読み（音読み）を持ち，しかも，形のよく似ている漢字（同音類似形字）

についてそれぞれの漢字の意味を確認させる問い。 （問題例４参照）

酢は，慣用句やことわざ等に範囲を広げた問題からなる（特殊な読みについても，

日常的に使われる語彙に限定し取り上げる）。 （問題例３参照）

２ 基本構想

須の問題は，読み（音読み・訓読み）とそれに付随する意味との関係を認識させ

ることが主眼である。漢字の読みについては漢字圏の学生であっても，困難を伴う

という状況があり，特に，複数の訓読みを持つ漢字については，それぞれ意味との

対応を明確に示すことで，読みと意味との関係を学生に十全に認識させ定着を図る

ものである。

また，漢字の読みと併せて自動詞・他動詞の対応や動詞と助詞との対応を問題とし

て取り上げるのは，これらが学生が苦手とするところのものだからであり，それぞれ

の対応を再認識させることが問題の意図するところである。

酢の問題は，当該漢字を用いる慣用句やことわざ等に範囲を広げ，多角的観点から

漢字をとらえるものである。例えば，自動詞・他動詞の対応についても，須の問題は

専ら助詞との対応を問題にするものであるのに対し，酢の問題は自動詞文と他動詞文

の対応としてそれぞれセンテンス全体の意味の違いを考えさせるような問題として提

示する。これについては次項で触れる。

また，ことわざの問題に関しては，学生にそれに相当する自国での例を紹介させる

など，各学生が言語の背景に存する文化の相違に思いを致す契機とする。

上記のように，問題ページの須基本問題は単語レベルでの漢字学習であり，酢はフ

レーズ（センテンス）レベルでのそれである。この酢応用問題による漢字学習は，本

漢字教材作成に当たっての特色と考えているものの一つである。問題ページは，須・

酢併せて次回（翌週）分を前もって学生に渡し準備させる。

３ 実際例

１）予習ページとの関連

以下に問題ページ（須基本問題・酢応用問題）の一部を取り上げ，予習ページとの

関連について述べる。
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「易」の問題については，予習ページにおいて「変化する，取り換える，占いの法，

手軽だ」の意味を確認させつつ読み書きの練習をさせている。学生は，それらの意味

を再確認しながら，問題ページの基本問題に答えることになる。

������������������������������������������������������������������������
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「況」の問題については，予習ページにおいて「様子・有様，比べる」の意味を確認

させつつ読み書きの練習をさせている。学生にはそのうちの「様子・有様」の意味を

再確認させながら，発展的にその意味で使う熟語の意味を考えさせるものである。
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「角」の問題については，予習ページにおいて確認させた音読みの二つの意味（「動

物のつの」と「相交わる二直線の作る図形」）について，発展的に学生に考えさせるも

・問題例１「易」（須基本問題）

＊意味の違いを確認しながら正確に読みましょう。

１ 貿易（ ） ２ 不易（ ） ３ 容易（ ）

４ 交易（ ） ５ 平易（ ） ６ 易者（ ）

７ 安易（ ） ８ 簡易（ ） ９ 改易（ ）

１０ 易学（ ）

・問題例２「況」（須基本問題）

＊どんな様子を表す言葉でしょうか。（ ）に読みを書き，〔 〕に説明してみましょう。

１ 概況（ ）〔 〕

２ 近況（ ）〔 〕

３ 好況（ ）〔 〕

４ 盛況（ ）〔 〕

５ 戦況（ ）〔 〕

６ 不況（ ）〔 〕

・問題例３「角」（酢応用問題）

＊どんな意味になるのか考えてみましょう。

１ 視角と死角？ ２ 等角と頭角？ ３ 頭角を現す？
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のである。１・２は同音異義語であるが，それぞれの意味を考えさせるもの，３は慣用句

の意味を考えさせるものである。

２）基本問題と応用問題の関連

次に，問題ページの一部を取り上げ「須基本問題・酢応用問題」間の関連について

述べる。
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「挟」の問題については，予習ページにおいて確認させた漢字の意味に加えて，既習

漢字である「狭」や「峡」との相違を学生に識別させ，同音類似形字であるそれぞれ

の漢字の意味を再確認させるものである。

また，「挟」については，複数の助詞を前置する動詞形を持つが，「峡」や「狭」に

ついても名詞形・形容詞形・動詞形をそれぞれ再確認させる。

さらに応用問題においては，次に示す問題例５のように，単に助詞との対応のみ

を問題にするのではなく，発展的にフレーズ全体の意味を考えさせる問題として提

示する。
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「詰」については，自動詞・他動詞の対応のある動詞形を持つが，応用問題ではフ

レーズ全体の意味を学生に考えさせる問題として提示する。

また，それぞれの意味を考えさせた上で，それらの表現を用いた短文を作成させるな

どしてその定着を図る。

応用問題については多少難易度の高いものであっても，予習ページにフィードバッ

クすれば解答の糸口があるように工夫している。

・問題例４「挟」（須基本問題）

＊どの漢字（「キョウ（挟・狭・峡）」）が入りますか。

１ （ ）谷 ２ 偏（ ） ３ 海（ ） ４ （ ）撃

５ （ ）義 ６ （ ）小 ７ 広（ ） ８ 浅（ ）

・問題例５「挟」・「詰」（酢応用問題）

＊どんな意味になるのか考えてみましょう。

１ 口を挟む？ ２ 小耳に挟む？ ３ 息が詰まる？ ４ 息を詰める？
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４ 作成教材の評価

今回の上級漢字教材作成の基本的方針は，予習ページで学習する各漢字の基本的意

味を踏まえさせた上で，漢字を暗記するというのみならず，文章ページ，問題ページ

を通して正に漢字について多角的観点から学生に考えさせるトレーニング教材を目指

すというものである。

問題ページについては，良く自習がなされており，本教材に対する学生の反応は良

かった。学習漢字に関連した様々な質問等が出た場合は，その問題について学生各自

に考えさせ説明させるようにした。そうすることが次回の下調べへの意欲にもつな

がったようである。学生同士互いに良い刺激を受け，啓発し合えたように思われる。

さて，本教材作成開始において選定した漢字は，「出題基準」の２級レベルの漢字か

ら IKB１までの漢字を差し引いたものであったが，本教材漢字は，３級レベルの漢字で

あって取り上げられていなかった「漢」と「犬」とを含んでいる。その後，２００１年８

月に刊行された IKB２では，「コラム７・形の似た漢字」で「大」と「太」とともに

「犬」が取り上げられ，「練習」にはこれら三者から犬（いぬ）を選択させる問題が

ある。

なお，IKB２では「漢」は取り上げられていない。本教材では，「漢」は予習ページ

において「（特に日本から見た）中国」と「男子」という基本的意味を確認させ，問題

ページの応用問題では「男子」の意味について次のように問題を提示している。

������������������������������������������������������������������������
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「漢」に人を表す意味があることを認識したことは，非漢字圏の学生には新鮮だった

ようである。

また，本教材では「犬」について，「応用問題」において次のように取り上げている。

������������������������������������������������������������������������
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・問題例６「漢」（酢応用問題）

＊どんな意味になるのか考えてみましょう。どんな人？

１ 巨漢？ ２ 冷血漢？
きょ けつ

・問題例７「犬」（酢応用問題）

＊どんな意味になるのか考えてみましょう。どんな犬？

１ 番犬？ ２ 名犬？ ３ 猛犬？ ４ 盲導犬
もう もう どう
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学生に，それぞれ自国語での「犬」を用いた表現についてその意味を説明させたが，

言葉の背景に存する文化的基盤の相違等について各自が考える契機ともなった。

次に，もう一例 IKB２で初めて取り上げられた「丸」について，本教材での扱いと

IKB２のそれとを比較してみることにしたい。

「丸」は，「出題基準」では２級相当の漢字であるが，教育漢字であり，２学年配当の

身近な漢字である。IKB２では，第１３課の「練習」において「弾丸」を選択させる問題

として，また，同じ音読みの漢字を想起させる問題としてのみ提示されているが，本

教材では，基本問題と応用問題で次のように扱っている。
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それぞれの問題の意図は上述のとおりであるが，本教材では「丸」という漢字の基

本的な意味を確認させた上で，「一つの完結したもの・欠けることがなく全部」という

意味から様々に言葉が派生していることを認識させ，漢字が担うイメージの世界を学

生に伝え，漢字を考えさせることを目指している。

また，上記において具体的に問題例を示したように，本教材では各漢字について多

角的観点から問題を提起できるというメリットもあり，この点は本教材作成の意義の

一つと言えるであろう。

Ⅶ．小テストページ

１ 概要

小テストページはQuiz 形式のテストのページである。このページは，須読み取り

テスト，酢書き取りテストの二つのパートで構成されている。酢については問題中の

・問題例８「丸」（須基本問題）

＊「丸」の付く言葉を集めてみましょう。

１ 丸きり ２ 丸かじり ３ 丸腰 ４ 丸ごと ５ 丸々 ６ 丸見え
ごし

・問題例９「丸」（酢応用問題）

＊どんな意味になるのか考えてみましょう。

「頭を丸める」
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語彙が未習である場合を考慮し，当該課の学習漢字を除いた選択肢を設け，その中か

ら選べるように配慮する。小テストは問題ページを終えた翌週の回（次回）に時間を

取って実施する。限られた時間内に実施することになるため，各テストとも各課の学

習の定着度を確認するという性格のものである。

次に示すように，小テストは短文の中で提示された漢字の読み書きを要求するもの

であるから，須読み取りテスト，酢書き取りテストともに，問題文の文脈の中で，当

該漢字語彙についてのある程度の意味が把握できるような問題を作成する。須読み取

りテストの終了後，酢書き取りテストを実施する。

２ 実際例

以下に小テストページの一部を示す。

������������������������������������������������������������������������
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・問題例１０（小テスト）

須読み取りテスト

＊下線の言葉を読みましょう。

１ 運動が高まる中，換気設備の整った喫煙スペースが登場した。
えん

（ ）

２ 例えば「急がば回れ」のように，表現の上では一見矛盾しているようでいて，よく考えてみると真理
む じゅん

にかなっている説を逆説という。

（ ）

３ 高所恐怖
ふ

症の彼は高い所が苦手だ。
しょう

（ ）

酢書き取りテスト

＊下線の言葉を書きましょう。下の□の中には該当する漢字の一部があります。
がいとう

１ 山頂から大自然のパノラマをまんきつした。
ちょう

（ ）

２ 「急がば回れ」というのはぎゃくせつの一例だ。

（ ）

３ 愛妻家やきょうさいかという言葉はあるが，なぜか愛夫家などという言葉はない。
あいさい か

（ ）

… … 家 満 妻 説 … …
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Ⅷ．今後の課題

本プロジェクトはいまだ発展途上にあるため，最も進捗している予習ページでさえ，

DBの公開実施に向けた技術的問題，特にセキュリティ問題が未解決の状態であると言

える。

文章ページについては，現在文学を出典とするものが多くなっている。これは，「文

学作品を通して実際に使われている状態の語（漢字）を学ぶのはどうだろうか」とい

うところからスタートしたためである。しかし，プロジェクトを進めて行く過程にお

いて，もっといろいろな出典からのものを用いた方がよいのではないか，いろいろな

文章，文体があったほうがよいのではないかという意見が出て，その方向に修正しつ

つある。現在の出典は，小説，随筆，童話，新聞記事，戯曲，小冊子，実用書，解説

などとなっているが，今後使いたいと考えているのは自然科学系の分野のものや心理

学や経済学の分野のものである。また新聞記事でもニュースだけではなく，論説など

からも問題を作ることができたらと考えている。

また，扱う語（漢字）についても熟語の問題を多くし，漢字熟語を学ぶ必要性の高

い上級クラスにふさわしい問題を作ることが検討課題の一つである。

次に，問題ページと小テストページについてであるが，１課は１３字からなり，５０音順

によるグループ構成であることもあり，各課を通しての統一された問題のひな型を作

ることが難しい。また，漢字の成り立ちについての知識提供を予習ページから問題ペー

ジへと連携させることが学習効果を高めると考えられるが，それをどのような形で進

めていくかも課題である。

さらに今後，各ページが学生の反応を踏まえて改善され，より充実したものになって

いった時，１コマ（９０分）１課というペースで進むことが容易ではなくなるという問題

が生じることも予想される。各課の配当漢字数の設定自体も再考を迫られるであろう。
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 資料１

コウ香９７ギャク逆４９カン漢１
コウ候９８キュウ久５０ケン犬２
コウ耕９９キュウ吸５１シャク借３
コウ航１００キュウ級５２イ衣４
コウ黄１０１キュウ給５３イ依５
コウ鉱１０２キョ巨５４イ委６
コク谷１０３キョ居５５イ胃７
コツ骨１０４キョ許５６イ偉８
こむ込１０５ギョ御５７イキ域９
サ査１０６ギョ漁５８ウ宇１０
サ砂１０７キョウ叫５９ウ羽１１
サ差１０８キョウ供６０エイ栄１２
サイ才１０９キョウ況６１エイ鋭１３
サイ採１１０キョウ挟６２エキ易１４
サイ祭１１１キョウ恐６３エキ液１５
サイ菜１１２キョウ胸６４エツ越１６
ザイ在１１３キョウ境６５エン煙１７
ザイ材１１４キョウ競６６エン塩１８
ザイ財１１５キョク極６７オク億１９
ザイ罪１１６ギョク玉６８カ河２０
さく咲１１７グウ偶６９カ菓２１
サク昨１１８グウ隅７０カ靴２２
サツ冊１１９クツ掘７１カイ介２３
サツ札１２０クン訓７２カイ灰２４
サツ刷１２１ケイ敬７３カイ皆２５
サツ殺１２２ケイ景７４カク角２６
サツ察１２３ケイ傾７５かける掛２７
さら皿１２４ケイ警７６カン干２８
サン散１２５ゲイ芸７７カン刊２９
シ伺１２６ゲイ迎７８カン甘３０
シ刺１２７ゲキ劇７９カン汗３１
シ枝１２８ケツ血８０カン缶３２
シ脂１２９ケン件８１カン巻３３
シ詞１３０ケン肩８２カン乾３４
ジ児１３１ケン軒８３カン患３５
シツ湿１３２ケン堅８４ガン丸３６
シャ捨１３３ケン権８５ガン含３７
シュ種１３４ケン賢８６ガン岸３８
シュウ舟１３５コ戸８７キ机３９
シュウ拾１３６コ枯８８キ祈４０
シュク祝１３７コ庫８９キ季４１
ジュツ述１３８コ雇９０キ寄４２
ショ処１３９ゴ互９１キ規４３
ショ緒１４０ゴ誤９２キ幾４４
ジョ除１４１コウ光９３ギ技４５
ショウ床１４２コウ肯９４ギ疑４６
ショウ承１４３コウ紅９５キツ喫４７
ショウ将１４４コウ荒９６キツ詰４８
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 ハツ髪２４５チク畜１９５ショウ章１４５
バツ抜２４６チュウ仲１９６ショウ賞１４６
ハン犯２４７チュウ虫１９７ジョウ状１４７
ハン判２４８チュウ宙１９８ジョウ城１４８
ハン坂２４９チュウ柱１９９ジョウ畳１４９
ハン板２５０チュウ駐２００ジョウ蒸１５０
ハン版２５１チョ貯２０１ショク植１５１
ハン般２５２チョウ兆２０２ショク触１５２
ヒ否２５３チョウ頂２０３シン臣１５３
ヒキ匹２５４チン沈２０４シン身１５４
ヒツ筆２５５チン珍２０５シン辛１５５
ヒョウ氷２５６ツイ追２０６シン針１５６
ビョウ秒２５７テイ庭２０７シン震１５７
ビョウ猫２５８テイ程２０８スイ吹１５８
ビン瓶２５９デイ泥２０９セイ声１５９
フ布２６０テキ滴２１０セイ姓１６０
フ怖２６１デン殿２１１セイ星１６１
フ浮２６２ト徒２１２セイ清１６２
フ婦２６３ト途２１３セイ勢１６３
フ符２６４ト塗２１４セキ昔１６４
フ膚２６５トウ灯２１５セキ隻１６５
ブ武２６６トウ逃２１６セキ E責１６６
ブ舞２６７トウ倒２１７セキ跡１６７
フウ封２６８トウ凍２１８セキ積１６８
フク幅２６９トウ党２１９セキ F績１６９
フク腹２７０トウ盗２２０セキ籍１７０
フツ沸２７１トウ湯２２１ゼツ絶１７１
フン粉２７２トウ筒２２２セン泉１７２
ヘイ兵２７３トウ塔２２３セン船１７３
ヘン片２７４ドウ童２２４ソ祖１７４
ヘン辺２７５ドウ銅２２５ソウ双１７５
ヘン編２７６ドウ導２２６ソウ草１７６
ホ補２７７ドク毒２２７ソウ捜１７７
ボ募２７８トツ突２２８ソウ掃１７８
ボ暮２７９とどく届２２９ソウ装１７９
ホウ宝２８０ドン鈍２３０ソウ燥１８０
ボウ坊２８１ドン曇２３１ゾウ憎１８１
ボウ帽２８２ニュウ乳２３２ゾウ蔵１８２
ボウ棒２８３ネン燃２３３ゾウ臓１８３
ボウ貿２８４ノウ悩２３４ソク息１８４
マ磨２８５ノウ脳２３５ソン孫１８５
マイ枚２８６ハ波２３６ソン尊１８６
マイ埋２８７ハ破２３７ソン損１８７
マツ末２８８ハイ拝２３８タ他１８８
ム夢２８９ハイ杯２３９タイ袋１８９
むすめ娘２９０ハイ背２４０タク濯１９０
メイ命２９１バク麦２４１タン炭１９１
メイ迷２９２バク爆２４２タン探１９２
メン綿２９３はこ箱２４３チ池１９３
モウ毛２９４はだ肌２４４チ恥１９４
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 つゆ梅雨〃ワン腕３２４ユウ勇２９５
でこぼこ凸凹〃あす明日付表ヨ与２９６
てつだう手伝う〃いなか田舎〃ヨ余２９７
とけい時計〃えがお笑顔〃ヨ預２９８
ともだち友達〃おかあさんお母さん〃ヨウ幼２９９
にいさん兄さん〃おじ伯父〃ヨウ陽３００
ねえさん姉さん〃おじ叔父〃ヨウ溶３０１
はかせ博士〃おとうさんお父さん〃ヨウ腰３０２
はたち二十〃おとな大人〃ヨウ踊３０３
はたち二十歳〃おば伯母〃ヨク浴３０４
はつか二十日〃おば叔母〃ヨク欲３０５
ひとり一人〃おまわりさんお巡りさん〃ヨク翌３０６
ふたり二人〃かぜ風邪〃ラン卵３０７
ふつか二日〃かな仮名〃リ裏３０８
ふぶき吹雪〃かわせ為替〃リク陸３０９
へた下手〃きのう昨日〃リツ律３１０
へや部屋〃きょう今日〃リュウ粒３１１
まいご迷子〃くだもの果物〃リョウ領３１２
まっか真っ赤〃けさ今朝〃リョク緑３１３
まっさお真っ青〃けしき景色〃リン輪３１４
みやげ土産〃ことし今年〃ルイ涙３１５
むすこ息子〃さしつかえる差し支える〃レイ令３１６
めがね眼鏡〃しばふ芝生〃レイ戻３１７
もみじ紅葉〃じょうず上手〃レイ零３１８
もめん木綿〃しらが白髪〃レイ齢３１９
やおや八百屋〃しろうと素人〃レン恋３２０
ゆかた浴衣〃すもう相撲〃ロウ労３２１
ゆくえ行方〃たび足袋〃ロク録３２２

ついたち一日〃ワン湾３２３
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 資料２ 文章ページ出典一覧

「火事とポチ」
有島 武郎

L１４

「おぼれかけた兄妹」

「名もない草もある」

中沢 けい 「僕が僕と言う理由」

「記憶の島」

「ブレーメンの音楽隊」

グリム童話

L１５

「金のがちょう」

「野ぢしゃ」

「マリアの子ども」

『グリム童話』解説

「グリム兄弟の生涯と業績」
塚越 敏

「漢和辞典の楽しい読み方」

L１６
「命の水」

グリム童話 「池にすむ水の精」

「三枚の蛇の葉」

「宝島」スチーブンソン

L１７

「一房の葡萄」

有島 武郎

「ぼくの帽子のお話」

「碁石を飲んだ八っちゃん」

「真夏の夢－ストリンドベルヒ－」

「かたわ者」

「TUGUMI」吉本ばなな

「TUGUMI」吉本ばなな
L１８

「むじな」 平井 呈一 訳小泉 八雲

「TUGUMI」吉本ばなな

L１９ 「ぼくの帽子のお話」
有島 武郎

「おぼれかけた兄妹」

「花の季節」
中沢 けい

L２０

「お茶の時間です」

「野ぢしゃ」
グリム童話

「三枚の蛇の葉」

「川とノリオ」いぬいとみこ

「むじな」 平井 呈一 訳小泉 八雲

「ヘンゼルとグレーテル」グリム童話

L２１ 「風と桜とえんぴつと」
中沢 けい

「百年の夢」

「処女」
北 杜夫

L２２

「童女」

「マクベス」 大山 俊一 訳シェイクスピア

「歯がたたぬブリ」

（『字件ですよ！』）

毎日新聞社季

刊小冊子より

Mainichi Daily Mail News No.１８０６１９９９-０４-１６

Mainichi Daily Mail News No.１７８０１９９９-０４-０１

Mainichi Daily Mail News No.１８３０１９９９-０４-２９

Mainichi Daily Mail News No.１７８８１９９９-０４-０６

「どくとるマンボウ氷海をゆく」
北 杜夫

L２３

「果物の島の思い出」

「高野山へ行く」

（『字件ですよ！』）

毎日新聞社季

刊小冊子より

Mainichi Daily Mail News No.１７９３１９９９-０４-０９

Mainichi Daily Mail News No.１８１２１９９９-０４-１９

Mainichi Daily Mail News No.１８１２１９９９-０４-２７

L２４

「Sophia」小葉 武史

「オーミステーク」

（『字件ですよ！』）

毎日新聞社季

刊小冊子より

「〈ぼう〉への思い」

（『字件ですよ！』）

毎日新聞社季

刊小冊子より

「処女」北 杜夫

「Sophia」小葉 武史

L２５

『マクベス』解説大山 俊一

「鮨」岡本かの子

「コロンブスの卵」

（『字件ですよ！』）

毎日新聞社季

刊小冊子より

「Sophia」小葉 武史

L２６

（翻案）「燕と王子」有島 武郎

「風と桜とえんぴつと」

中沢 けい 「記憶の島」

「お風呂大好き」
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上級漢字教材作成プロジェクトについて

太田 亨・藤田佐和子（金沢大学留学生センター）・中村 朱美（佐賀大学留学生センター）

要 旨

本稿は，金沢大学留学生センター・総合日本語コースの漢字E及びFクラス用の漢

字教材を作成するプロジェクトである，「上級漢字教材作成プロジェクト」の立ち上げ

に関わってきた筆者らによる，プロジェクトの進捗状況を報告するものである。

まず，本プロジェクトで扱う上級漢字を３２４字と熟字訓５６語と認定した。そして，五

十音順に並べてほぼ真ん中の１６７字／１６８字間で区切り，暫定的に前半をEクラス，後
・ ・ ・ ・

半をFクラスに振り分けて，授業で扱う必要から各１３課分に配置した。

次に，筆者らは各漢字に対して様々な情報や問題等を盛り込みたいと考え，情報や

問題の種類ごとに「ページ」という形で独立したユニットを立てた。漢字情報源とし

ての「予習ページ」を階層の最も上に置き，「問題ページ」「文章ページ」「小テスト

ページ」の３つを統括的する形にデザインした。

本稿第Ⅴ章以降では，各ページの概要や作成上の基本方針，そして授業での使用方

法を具体的に述べている。

さらに，これらのページをデータベース（DB）化して管理し，将来的にWeb上で

公開することを目指す予定である。平成１３年末現在，「予習ページ」のDB化がひとま

ず完了したところである。

A Report on the Elaboration Project of Kanji-
Materials for Advanced-level Students

Akira OTA, Satoko FUJITA and Akemi NAKAMURA

ABSTRACT

This article reports an elaboration project of kanji-materials for advanced-level (E and F) 

students of the Integrated Japanese Language Program at KUISC.

We have identified first ３２４ kanjis and ５６ words with idiomatically Japanese readings as the 

advanced-level ones, dividing them provisionally almost at the mean number of ３２４, i.e., 

between #１６７ and #１６８ kanji and distributing them into １３ lessons at each level.
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We have also intended to incorporate in each kanji various data like strokes, its radical and 

usage, etc., dividing them as "Independent Pages"： "(Pages) for Problems", "for Readings", 

"for Quiz" and "for Preparation". This last one is the main page designed to organize the 

others.

We describe from the chapter V of this paper outlines for each page and concretely how to 

use in classes.

Finally we are going to intend to manage these pages with database software so as to open 

them on Web in the future. At the moment we have finished inputting data into the main 

pages "for Preparation". 
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